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Learning Civil Engineering 
in Museums

博物館で土木を学ぶ
土木にまつわる展示を全国に訪ねて

　

19
年
前
の
1
9
9
0
年
11
月
17
日
、1
9
8
年
ぶ
り

に
噴
火
活
動
を
開
始
し
た
雲
仙
普
賢
岳
は
、1
9
9
6

年
6
月
に
終
息
す
る
ま
で
、火
砕
流
や
土
石
流
に
よ

り
麓ふ
も
との

市
や
町
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

今
回
訪
れ
た
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
は
、雲
仙
普
賢

岳
の
噴
火
に
伴
う
火
山
噴
火
物
を
埋
め
立
て
て
造
成

さ
れ
た
、ま
さ
に
土
石
流
被
災
地
の
下
流
海
浜
に
あ

る
。島
原
駅
か
ら
車
で
15
分
、噴
火
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
平
成
新
山
と
有
明
海
に
挟
ま
れ
た
景
色
の
素
晴

ら
し
い
場
所
だ
。記
念
館
の
通
称
は
、“
が
ま
だ
す
ド
ー

ム
”。「
が
ま
だ
す
」と
は
、島
原
の
方
言
で「
頑
張
る
」

と
い
う
意
味
で
、復
興
時
の
合
い
言
葉
と
し
て
地
元
の

人
た
ち
に
親
し
ま
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

　

2
0
0
2
年
7
月
に
開
館
し
た
記
念
館
は
、複
雑

な
曲
面
の
屋
根
を
も
つ
ガ
ラ
ス
張
り
の
明
る
い
2
階
建

て
の
構
造
で
、屋
上
デ
ッ
キ
か
ら
は
周
囲
の
素
晴
ら
し

い
景
色
も
望
め
る
。ま
ず
、最
初
に
入
口
の「
マ
グ
マ

ゲ
ー
ト
」と
呼
ば
れ
る
ト
ン
ネ
ル
状
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
マ

グ
マ
の
動
き
を
再
現
し
た
空
間
を
通
る
と
、そ
の
先
に

は
、火
山
や
防
災
に
関
す
る
11
の
展
示
ゾ
ー
ン

（
約
2
5
0
展
示
）が
広
が
る
。

入
っ
て
す
ぐ
に
目
に
つ
く
の
は
、実

際
に
火
砕
流
に
よ
っ
て
な
ぎ
倒
さ

れ
た
木
々
を
ガ
ラ
ス
張
り
の
床

（
長
さ
約
40
m
）に
再
現
し
た

「
火
砕
流
の
道
」で
あ
る
。数
分
に

一
度
、床
の
ガ
ラ
ス
面
に
火
砕
流

と
同
じ
速
度
の
赤
い
光
が
流
れ
、

身
を
も
っ
て
火
砕
流
の
速
度
を
体

験
で
き
る
。そ
の
先
に
あ
る
の
が
、

雲
仙
普
賢
岳
噴
火
時
の
映
像
や
火
砕
流
の
映
像
を

ド
ー
ム
状
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン（
直
径
14
m
）で
再
現

し
た「
平
成
大
噴
火
シ
ア
タ
ー
」で
あ
る
。映
像
と
連

動
し
て
床
が
動
き
、熱
風
が
吹
き
出
す
た
め
、被
災
地

に
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。防
災
や
災
害
復
興
に

関
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
、展
示
だ
け
で
は
な
く
実
際

に
体
感
で
き
る
施
設
が
多
い
こ
と
か
ら
、全
国
初
の
火

山
体
験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。学
術
的
に

も
貴
重
な
平
成
噴
火
噴
出
物
に
よ
る
堆
積
層
の
は
ぎ

と
り
標
本
展
示
の
ほ
か
、火
砕
流
被
災
直
後
の
島
原

市
付
近
の
様
子
を
被
災
物
の
展
示
で
再
現
し
た
コ
ー

ナ
ー
や
、火
砕
流
で
犠
牲
に
な
っ
た
カ
メ
ラ
マ
ン
の
被
災

カ
メ
ラ
の
展
示
と
残
さ
れ
た
映
像
な
ど
、被
災
し
た
多

く
の
実
物
を
展
示
し
て
い
る
の
も
こ
の
記
念
館
の
特

徴
で
あ
る
。

　

自
然
災
害
に
対
し
て
、ま
た
、災
害
復
興
に
対
し
て

わ
れ
わ
れ
土
木
が
、ど
う
あ
る
べ
き
か
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
る
体
感
型
の
記
念
館
に
ぜ
ひ
、足
を
運
ん
で

感
じ
て
も
ら
い
た
い
。
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長崎県・島原市

雲仙岳災害記念館
─噴火災害復興と“がまだす”のシンボル─

橋本紳一郎　編集委員

所在地	 	〒855-0879　長崎県島原市平成町1-1
電　話	 	0957-65-5555
交　通	 	島原駅から車で15分、島原港から車で7分	 	

○	鉄道（JR九州）	 	
博多─諫早─島原（所要時間／ 2時間50分）	
長崎─諫早─島原（所要時間／ 1時間30分）
	○	船・フェリー	 	
大牟田港─島原港（所要時間／ 40分）	 	
熊本新港─島原港（所要時間／ 30、60分）

開　館	 	9：00～18：00（入館は17：00まで）	 	
年中無休（メンテナンス休館日あり）

入場料	 	大人：1000円、中高生：700円、小学生：500円
U R L	 	http://www.udmh.or.jp

Access アクセス

普賢岳

雲仙岳
災害記念館
雲仙岳
災害記念館

島原駅
諫早駅

佐賀駅

鳥栖駅
鳥栖JCT

武雄JCT

久留米駅

大牟田駅三
池
港

熊
本
駅

長
崎
駅

鬼池港 至鹿児島

熊
本
港島原港

至福岡
長崎自動車道

北九州
自動車道

九州自動車道

熊
本
IC



33 土木学会誌 vol.94 no.7 July 2009

記念館の外観

火砕流被災直後の島原市付近の様子の再現 火砕流で犠牲になったカメラマンの被災カメラ実際に使用されたジープと映像による被災地の擬
似走行

ガラス張りの床に再現した「火砕流の道」 平成噴火噴出物のはぎとり標本

火砕流・土石流の被災エリアの模型

※ご要望にお応えして、今回より本連載の写真をカラーといたしました。


